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平成26年度

事務事業調書

係 学事係
決裁者 神尾壽明

土屋誠二起案者
学校教育課課

野外センター活用事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
2 義務教育
3 安全で快適な教育環境
1 安全な環境づくり

総合計画体系

一般会計

50-5-30

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

直営

開 始

無

有陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

校長会要望：作手第２管理棟、衛生面への配慮(毛布・テントの更新)

平成元年度

委託先

安城市野外センターの設置及び管理に関する条例

期 間終 了25年目経 過

行政関連団体

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

平日は市内小中学校の自然教室事業を実施し、土曜・日曜日を中心に一般個人・団体が野外センターを利用し
ます。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

快適かつ安全に、利用することができる
ようになる。

～になる

野外センター利用者(児童生徒及び一般
市民）が

学校、利用者の要望をもとに施設修繕を実施しています。
平成２１年度は、茶臼山高原野外センターテント管理棟屋根、テント架台修繕等を実施しました。
平成２２年度は、作手高原野外センター木造倉庫修理等を実施しました。
平成２５年度は、作手高原野外センター屋外炊事場の、グレーチング（炊事用網）を交換しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他(　　　)

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 630

 0

 21,780

 136

 0

 0

 0

 21,916

 22,546

（実績）

平成23年度

 0

 1,890

 54

 23,849

 0

 0

 0

 0

 23,849

 25,739

（実績）

平成24年度

 0 0

 2,520 2,520

 198 330

 24,686 26,296

 0 330

 0 0

 0 0

 0 0

 24,686 26,626

 27,206 29,146

（実績）（予算）

平成25年度

 0

 2,520

 330

 57,231

 330

 0

 0

 0

 57,561

 60,081

（予算）

平成26年度

事業種別

(0.10) (0.30) (0.40)(0.40) (0.40)
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３ 各活動にかかるコスト

借地面積(㎡)

土地借上げ料

委託(一式)

施設及び設備の管理・保
守点検業務委託

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 0.04活動にかかるコスト

 3,410活動の総事業費

 82,649.00実績

 82,649.00見込

 5,663.00活動にかかるコスト

 5,663活動の総事業費

 1.00実績

 1.00見込

平成23年度年度

 0.04

 3,473

 82,649.00

 82,649.00

 6,818.00

 6,818

 1.00

 1.00

平成24年度

 0.04

 3,662

 82,649.00

 82,649.00

 7,296.00

 7,296

 1.00

 1.00

平成25年度

 82,649.00

 1.00

平成26年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

一般利用者数(人)

目標成果指標値

利用者からの苦情件数(件)
成
果
２

成
果
１

達成

 0.00

 5.00

目標達成年度 未達成達成状況

 724.00実績

 2,450.00目標

平成23年度年度 平成24年度

 2,450.00

 1,042.00

未達成

 5.00

 0.00

達成 達成

 0.00

 5.00

未達成

 738.00

 2,450.00

平成25年度

 5.00

 2,450.00

平成26年度

５ 成果１、２以外の成果
野外センターで過ごすことにより、家族の絆作りや自然体験のきっかけとなっています。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

【内部取組】・利用者並びに管理人に対する光熱費の削減要請(協力依頼)
【外部要因】・委託料の増加(-)

【内部取組】・一般利用拡大のための宣伝の実施並びに利用者用ガイドマップの作成
【外部要因】・作手野外センター：本宮山自然公園施設の閉鎖(－)と本宮山スカイラインの無料化(＋)
・茶臼山の観光開発（芝桜等）成

果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

利用者の意見・要望や満足度を把握するため、「ご意見ボックス」の設置を検討しています。

８ 方向性

野外センターの維持管理にかなりの経費をかけているので、一般利用の拡大も重要です。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)
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